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んだ「学力向上アクションプラン」を展開し、令和５年
度の全国学力・学習状況調査において過去最高の数値
を記録しました。一方で、確かな成果は見られたものの、
児童・生徒の学びへの主体性や自己学習力の弱さといっ
た、数値だけでは測れない次なる課題も浮き彫りにな
りました。
　真の学力の土台を支える要素は、子供たちの学習意
欲や主体性、自己肯定感といった非認知能力の向上で
あり、これらを育成する日々の授業改善をどのように支
えるかが大きな課題でした。本市の指導主事は、元々

「管理・監査型」のスタンスを取っていたわけではあり
ません。しかし、従来の指導主事は多岐にわたる事務
分掌を抱えており、さらに人数にも限界があったため、
各学校への丁寧な関わりにはどうしても限界がありまし
た。
　そこで、先進的に学校支援の仕組みを構築している
石川県加賀市等の先例を視察・研究し、本市でもその
他の事務を持たず、学校への伴走支援のみに 100％注
力できる独立した特別チームを立ち上げることにしまし
た。特に、チームリーダーを外部から新たに任用し、リー
ダーに加えて指導主事２名の計３名を「伴走専属」とし
て配置できたことは、本市の本気度を示す非常に大き
な一歩となりました。

教員に寄り添う日常的な伴走支援3

　「子供主体の学び」や「探究的な学び」への挑戦に

はじめに1

　本市教育委員会では、「将来の自立をめざして自分
の生き方を見つける教育」の実現に向け、「子供主体
の学び」と「探究的な学び」を柱とした令和の日本型
学校教育の推進に取り組んでいます。
　５月号では、この改革を牽引するリーダー層（管理職・
指導主事）の資質能力向上に焦点を当て、市教委内の
組織改革や対話を重視した研修の刷新について発信し
ました。

　本稿では、学校現場への直接的なアプローチとして、
現場の教員に寄り添う「伴走支援」に特化した特別チー
ムの配置と、先進校である学校法人軽井沢風越学園と
の連携施策について、その具体的なプロセスと確かな
成果をご紹介します。

「伴走チーム」発足の背景と目的2

　本市では、令和３年度からの３年間、児童・生徒の
学力向上をめざし、市を挙げて『指導と評価の一体
化』を核とした授業改善や校内組織体制構築に取り組
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「子供主体の学び」への転換を支える
門真市教育委員会の挑戦

～伴走チームの専属配置と、軽井沢風越学園との連携が生み出す授業改善～

教育委員会月報５月号
「対話」が拓く学校運営改革
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おいて、現場の教員は「何を教えるか」という従来の
授業観から、「子供がどう学ぶか」への転換を迫られて
いました。理念は頭で理解できても、いざ日々の授業
でどう子供に委ねるのか、学習環境（単元全体の設計や、
子供が学びを選択できる教室の空間配置など）をどう
デザインすればよいのかが分からず、多くの教員が悩
みを抱えていました。
　他の事務に追われることのない専属の伴走チーム
は、予定された研究授業だけを見に行く存在ではあり
ません。日常的に学校へ足を運び、教員と同じ目線で
子供たちの様子を観察し、共に汗を流しながら授業を
作り上げています。伴走チームが学校に入った日のス
ケジュールは非常に濃密です。じっくりと授業を観察し、
時には実際の授業に加わり、そして、放課後には教員
との対話の時間を持ちます。そこでは、「この場面では
あの子に委ねてみませんか」「教室の環境をこう変えて
みましょう」といった具体的なアイディアを交わし、教
員が抱えていた悩みを共に解消していきます。

『伴走チームと教員が共に授業検討』

　このような関わりが日常化するにつれ、現場の空気
感が変わっていきました。教員自身が子供の「やりたい」
を引き出すおもしろさや手応えを感じるようになり、実
際に現場の教員からは、「これまでと授業づくりの視点
が変わり、一人ひとりの子供の学びの姿をより深く見取
ることができるようになりました」という嬉しい声が寄

せられています。
　こうした日常の伴走支援の様子については、写真入
りレポート（ドキュメンテーション）の活用により、伴走
チーム以外の指導主事等とも共有されており、今では
部署や担当者の垣根を越えた「ジェル型伴走支援」（※
５月号参照）へと進化を続けています。

『ドキュメンテーション』

　また、伴走支援の成果については、「令和の日本型
学校教育」の実現に向けた状況を把握するために実施
した教員アンケートにおいても現れています。
　例えば、「子供主体の授業を意識している」との回答
が令和６年度から７年度で、小学校では 50％から 71％
へ、中学校では 51％から 65％へと上昇しました。こ
の結果から、現場の授業観・学習観が着実に転換して
いることがうかがえます。
　実践にあたり、「校内研修や同僚との対話が役に立っ
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ている」とのアンケート回答が多く見られることからも、
伴走チームが促進する「対話型の校内研修」が、授業
改善の要として確実に機能していると感じています。

軽井沢風越学園との連携と
「アウトプットデイ」の実践4

　伴走チームによる指導助言をさらに充実させ、現場
への支援の質を確かなものとするため、本市では探究
的な学びの先進校である軽井沢風越学園との自治体連
携事業をスタートさせました。　
　同園の先進的な実践から直接学ぶため、伴走チーム
の指導主事や各校の担当教員を計画的に派遣し、最先
端の「子供主体の学び」や「探究的な学び」における
理論と実践の往還を本市へと持ち帰る体制を整えてい
ます。とりわけ、伴走チームの指導主事は、単日での
視察に留まらず、１学期間スタッフとして同園で実際に
勤務することで、表面的な手法だけではなく、取組の
背景や根底に流れる教育理念まで深く吸収することが
できました。

『風越学園で学ぶ指導主事』

　この連携は、今年度開校した本市初となる義務教育
学校である「水桜学園」のブランディングや、９年間の
教科横断的な総合的な学習の時間のカリキュラム検討
において、大きな原動力となっています。

『義務教育学校　水桜学園』

　この連携から生まれた具体的な取組の一つが、現在、
本市の多くの学校で開催されている「アウトプットデイ」
です。子供たちが個人や集団で探究した内容を、保護
者や地域、企業の方などの外部に向けて主体的に発信
し、様々なフィードバックをもらい、さらにその先の探
究に生かすこの取組は、風越学園での先進的な実践を
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『アウトプットデイの様子』
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参考に導入したものです。地域や民間の力を借り、開
かれた場で表現することで、子供たちの探究心や表現
力は目に見えて深まっています。

成果と次なる課題5

　こうした伴走支援と外部連携の成果は、客観的なデー
タとしても、はっきりと表れています。
　令和７年 12 月実施の「学校教育診断」では、児童・
生徒へのアンケートで「授業では、自分で考え自ら取り
組んでいる」「自分の考えをまとめ、発表する機会があ
る」といった「授業における主体的な学び」に関する肯
定的な回答の割合が過去最高を記録しました。併せて、
教員へのアンケートでも「教職員間で相互に学び合い
研修等で学んだ成果が共有され活かされている」の項
目が、令和５年度から７年度で、76.7％から 89.7％へ
上昇しており、一連の取組が現場の確かな行動変容に
つながっていることを裏付けています。
　一方で、市内全校へのさらなる実践促進に向けては、
教員ごとの意識や取組状況にばらつきがあるなど、ま
だまだ乗り越えるべき課題は残されています。今後は、
どのように市内の隅々までこの「学びの転換」を浸透
させていくかが重要な局面となります。

おわりに6

　「教師の学びと子供の学びは相似形」と言われますが、
教育行政と学校現場もまた相似形であると考えていま
す。教育行政側が変わることで学校が変わります。教
師自身が伴走支援を受けた経験が、その後の子供たち
への丁寧な伴走へと還元されていきます。
　子供たち一人ひとりが、「やりたい」という気持ちを
原動力に、自ら学びを切り拓いていく日常をつくるため
に、これからも門真市教育委員会は一丸となり、現場

の先生方と苦楽を共にしながら、総力を挙げた学校へ
の伴走支援を継続・強化してまいります。
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